
 
 

大画面（４ｍ×１２ｍ）印画のスピードアップや印画品質の向上のためにはインクジェ

ットノズルから出るインクの吐出回数を増やすことが必要です。 
（*従来製品の吐出回数は百数十発／秒） 
そこで、同装置の部品であるボイスコイルモータの動作高速化のための技術開発を行い、

五百発／秒程度までの安定した動作を実現する小型ボイスコイルモータを開発しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大画面印刷用インクジェット部品の開発 

― 小型高速応答ボイスコイルモータ開発研究 ―（Ｈ１６～１７年度） 
担当者：愛媛県工業技術センター  主任研究員  仙波 浩雅 

【高速化対策】  【位置決め安定化対策】

①軽量コイル材使用 

②コイル巻数の最適化 

100 回巻が最適 

約 60%軽量化 

可動コイル 横揺れ抑制具 

接触振動抑制具追加 

ニードルのノズル
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大画面印画のスピードアップや印画品質の向上が期待できます。 


